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１．はじめに
　2006年度に構築を始めた『現代日本語書き言葉均衡コーパス』（以下、BCCWJと略す）が完成し、公開を始めることとなった。本稿ではBCCWJの概要を紹介し、今後の活用について展望する。

２．BCCWJにいたる道のり

　BCCWJは突然計画され構築が始まったわけではない。日本語研究において書き言葉のコーパスに対する要望が高まって来たのは1990年代後半である。英語におけるコーパス言語学の発展や自然言語処理におけるコーパスの積極的な利用などに触発される形で遅ればせながら日本語のコーパスの必要性が出てきたものである。ちなみに「コーパス」という文字列をタイトルに含む文献を国立国語研究所の「日本語研究・日本語教育文献データベース」と国立情報学研究所の「論文情報ナビゲータCiNii」で検索すると、表1のようになる。1990年代から件数が急増していることが分かる。
表1「コーパス」をタイトルに含む文献数

	年代
	日本語研究・日本語教育文献データベース
	CiNii

	1981-1985
	1
	1

	1986-1990
	0
	8

	1991-1995
	4
	97

	1996-2000
	36
	421

	2001-2005
	123
	751

	2006-2010
	135
	658


　
日本において、本格的なコーパスの構築が進まなかった理由として以下の三つを挙げたい。

(1)1980年代あたりから内省をもとに行う現代語の理論的研究が主流になり、データによる検証の必要性が意識されなかったこと
(2)古典の研究以外では大規模なデータを構築、共有するという発想がなかったこと
(3)コンピュータを扱える言語研究者が限られていたこと
＜中略＞
５．BCCWJの構成

　BCCWJは性質の異なる三つのサブコーパス（以下、SCと略す）から構成される。この三つは、書き言葉の実態を捉える上で、異なる観点から設計されたものである。出版（生産実態）SCは、書き言葉が生み出される出版の実態に着目したもので、出版目録等により母集団を決定するものである。図書館（流通実態）SCは、書き言葉が世の中に出回っている状態に着目したもので、生み出された書き言葉の流通という局面をとらえることが狙いになっている。母集団としては、図書館の所蔵目録を利用する。特定目的（非母集団2）SCは、前述の二つのSCでは十分な量のサンプルが集まらないもの、あるいは、書き言葉の実態を把握する上で重要なデータを個別に集めるものである。図3にBCCWJを構成する媒体ごとの語数（短単位）を示す。
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        　　　　　図3　BCCWJの媒体ごとの語数（短単位）

　図3から分かるように、BCCWJでもっとも多いのは書籍である。出版書籍、図書館書籍に加えて、ベストセラーも合わせると約6,230万語に達する。
＜中略＞
７．各サブコーパスの内容
７.１　出版SC
　出版SCは、書籍、雑誌、新聞から構成されている。いずれも2001年から2005年の間に国内で発行されたものが対象である。
７.１.１　書籍

　出版SCの書籍は国立国会図書館の蔵書目録を電子化した「J-BISC」をもとに、以下に該当するものを除外して母集団を決定した。これらは、言語表現が主体でないなど、書き言葉コーパスの設計趣旨に照らして適切でないとして除外したものである。

　　・40ページ以下の書籍
／・J-BISCにページ数の記載のない書籍／・官公庁刊行物のうち市場に流通しない書籍（内部報告書等）／・学習試験図書／・電子資料・地図資料など／・漫画・写真集・図画集／・複製、復刻など

　その結果、317,117冊、74,911,520ページが母集団となった。これをNDC(日本十進分類法)および発行年ごとに層別し、各層ごとに何サンプルを取得すればよいかという抽出比を求めた。その際、冊数による比ではなく、推定文字数による割合を利用した。出版SC「書籍」の母集団の総文字数は約48億5千万字である。
７.１.２　雑誌

　出版SCの雑誌は、『雑誌新聞総かたろぐ』（メディア・リサーチ・センター発行）を典拠として利用した。そこに掲載された雑誌のうち、2001年から2005年の間に発行されたもので、社団法人日本雑誌協会に加盟していた出版社が発行したすべての雑誌から新聞、要覧、漫画、非日本語による定期刊行物などを除いたものが母集団である。出版SC「雑誌」の母集団の総文字数は10億5千万字である。
７.２　図書館SC
　図書館SCは、書籍のみから構成される。書き言葉の流通実態を図書館の所蔵状況で捉えようとするものである。所蔵目録のデータは、東京都立中央図書館の作成した「ISBN総合目録」を利用した。図書館SCの母集団は、1986年から2005年までの20年間に発行された書籍のうち、東京都内の13自治体以上で共通に所蔵されている335,721冊
、推計総文字数47億9千万字とした。これは、出版SC「書籍」の部分と母集団からの抽出比およびサンプルサイズを揃えるためである。
＜中略＞

１１．まとめ
　BCCWJの構築の実際とその活用について大まかな紹介を行った。科学研究費補助金デーデータベースによると、コーパスを利用した研究は日本語学、言語学、日本語教育のみならず、医療社会学、実験心理学、社会システム工学・安全システムなどの研究分野でも行われていることが分かる。コーパスの利用が多角的になることにより、狭義の日本語学、言語学が学際的な発展を遂げる一助になれば、コーパスの意義がますます深まることになるだろう。
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� CiNiiの検索結果には、「ヘイビアス・コーパス」「サイコパス」「ジャコ・パストリアス」「コーパス（会社名）」が含まれる。


� 絵本のように、極端に文字数が少ない場合が多いと想定されるため。


� 出版SC「書籍」の場合と同様、書き言葉コーパスの設計趣旨に照らして適切でない書籍を除外した数。






